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１．地中熱とは

＜地熱と地中熱の違い＞

・地熱とは、地球内部に保有されている熱の総称（地

学事典）。

火山国である日本は、高温の地熱を利用して、地熱

発電を行っている。一般的に1000ｍ級の孔井を掘削

している。
・地中熱とは、浅い地盤に

存在する低温の熱エネル

ギーであり、地中熱は昼

夜間又は季節間の温度変

化の少ない地中の熱的特

性を活用する。

※地中熱利用促進協会ホームページより
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２．地中熱への取り組みの背景（世の中の動向）

・地球温暖化・ヒートアイランド現象

・CO2（温室効果ガス）削減

・地球環境保護

・エコ活動・製品への関心のさらなる高まり

・東日本大震災による節電意識

・原子力発電の縮小（供給可能電力の限界）

・再生可能エネルギーを利用した技術開発

再生可能エネルギーの一つである地中熱へ取り組む
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３．地中熱利用の形態（１）

※地中熱利用促進協会資料
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（ヒートポンプとの組み合わせ）

※地中熱利用促進協会資料

◆クローズドループ
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◆オープンループ

地下水を舗装内の放熱管に直接循環さ
せ、 その熱（15℃前後）により融雪を行う。

長野県上高井郡山田村
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３．地中熱利用の形態（２）

※地中熱利用促進協会資料
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※（株）ハウスコム、
（株）ジョー・コーポ

レーション
HPより

◆空気循環（住宅）

◆熱伝導（住宅）



10

３．地中熱利用の形態（３）

※地中熱利用促進協会資料
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新潟県長岡市 越後丘陵公園

◆水循環（融雪）
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◆ヒートパイプ（融雪）

青森市本町地内
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４．地中熱利用のメリット

●汎用性

●安定性

●省エネ・CO2削減

●ヒートアイランド抑制

・日本中どこでも利用可能。

・空調・融雪等様々な用途に利用可能。

・天候に左右されない。

・空気熱源（通常のエアコン）より熱効率が良い。

・使用電力量が少なくなるため、CO2の削減になる。

・冷房時の排熱を地中に放熱するため、ヒートアイランド
現象を抑制できる。
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５．世界の地中熱利用

アメリカは100万台を超え、中国は国策で急成長している。
北欧諸国も20万-50万台普及。日本はわずか1000台。

※地中熱利用促進協会資料



15（ 世界エネルギー白書２０１１,    Lund et al., 2010 ）

GW

再エネ発電（水力は除く）の合計： 312GW

35GW

◆世界の再生可能エネルギー
2010年の設備容量
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６．日本の地中熱利用
（日本での地中熱利用ヒートポンプの設置数、環境省2012）
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◆地中熱利用ヒートポンプの設置数
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◆普及状況（住宅・施設別）
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７．地中熱利用ヒートポンプの施工事例

（旭化成ホームズ、LIXIL）
・新築住宅で２７０万円のオプ
ション
・後付けでも３００～３５０万円

◆戸建住宅の施工事例
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◆戸建住宅の施工事例（新潟県内）
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◆オフイスビルの施工事例

新潟市中央区地内（H24施工)
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◆歩道融雪施設の施工事例（青森市内）
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◆歩道融雪施設の施工事例（青森市内）
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◆グリーンハウスの施工事例

( Fujii & Ohyama, 2009)
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◆東京スカイツリーの施工事例
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◆セブンイレブンの施工事例
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◆最近の大型導入

東京スカイツリー
羽田空港国際線ターミナル
丸の内JPタワー（KITTE)
三重県図書館
長野市の富士通工場
セブンイレブン
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８．消費エネルギーの削減
空気熱源ヒートポンプ（一般的なエアコン）と地中熱利用
ヒートポンプの消費電力を比較した。特に夏季の冷房時
に地中熱の方が、消費電力が少ない。

川崎市内での事例 東京都内での事例
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低炭素化ニーズ エネルギー利用形態 地中熱利用で期待される低炭素化

化石燃料消費削減
融雪（温水循環）、空調（暖房）、農業
（暖房）、水産養殖（水槽加温）

石油焚き温水ボイラーに比べ、CO2排
出量66％削減と試算※

電力使用量削減

空調（冷暖房）、農業（冷却栽培）
空気熱源ヒートポンプに比べCO2を
25％削減※

融雪（電熱利用）
電熱式に比べCO2約70％削減（COP3
として）

◆CO2排出量削減
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９．地中熱利用の課題

課 題 対 応 策

低い認知度

①講習会、見学会、シンポジウム等の開催
→汎用性、安定性、省エネ、節電効果のPR
②公共施設への導入
③冷暖房・給湯の需要の多い施設への導入
→事例の蓄積により信頼性の醸成

高い初期コスト

①ヒートポンプの高性能化
→ボアホール（地中熱交換器）の総延長低減に
よる低コスト化

②掘削技術の向上
→作業効率アップによる低コスト化
③補助金制度の拡充（経済産業省）
→民間事業者向け補助金を1/3から1/2へ
個人向け補助制度の確立

地質情報の不足
①地質情報のデータベース化
→設計基礎資料、低コスト化に向けた設計
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１０．地中熱利用が期待される施設

期待される施設 期待される内容

病院 福祉施設
温浴施設 ホテル
コンビニ

大きな熱需要（24時間熱利用）

融雪施設・温水プール 地中熱に近い温度の熱需要

学校
公共施設

環境・エネルギー教育
省エネ・節電・温暖化対策の普及

住宅
市民の環境・エネルギーへの貢献
（将来） ゼロ・エネルギー住宅

オフィスビル
企業の環境・エネルギーへの貢献
（将来） ゼロ・エネルギー・ビル
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ご静聴ありがとうございました

新潟県地中熱利用研究会



H25.8.21 『再生可能エネルギー（熱）活用』セミナー in 佐渡 

「佐渡市地域新エネルギービジョン」 
         の概要と現状について 

佐渡市 環境対策課 

  環境企画係 係長 本田寿之 
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 島内全10市町村 

市町村合併（平成16年3月1日） 

「佐渡市」 誕生 

佐渡市の方向性 

エコアイランド佐渡を前面に 

H25.8.21 『再生可能エネルギー（熱）活用』セミナー in 佐渡 
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 環境の島・エコアイランドへ  

トキが最後まで残った島 

トキを育む生物多様性と持続可能性の島 

佐渡（環境再生モデル）を発信できる島 

H25.8.21 『再生可能エネルギー（熱）活用』セミナー in 佐渡 



4 



5 



6 



7 



8 



9 



６．新エネルギー導入の基本方針６．新エネルギー導入の基本方針
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（リーディングプロジェクト） 



12 

（中期プロジェクト） 
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（長期プロジェクト） 



佐渡市地域新エネルギー導入促進計画 

平成24年6月 策定 
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１ 基本方針 

 本市の地域特性を生かした新エネルギーの導入を促進するため、本市に
おける新エネルギーの基本方針を定めるとともに、導入が期待される新エネ
ルギーについて導入目標を定める。 

 また、この導入目標を達成するため、新エネルギー導入促進に向けた取組
みを示すとともに、市民、事業者、行政等が相互に連携を図りながら、新エネ
ルギーの導入を促進する。 

新エネルギー導入の基本方針 
①佐渡の豊かな文化や自然との共生に資する新エネルギーの利用する 
②佐渡の特性を考慮し、地産地消を実践できるような新エネルギーの活用する 
③地域振興のために新エネルギーを役立てる 
④生涯学習や学校教育を通じ新エネルギーの普及を促進する 
⑤新エネルギー等の優先的な利用に努め、温室効果ガス排出を抑制する 
⑥市民・事業者・行政が一体となった新エネルギーの導入を促進する 

２ 計画の期間 

本計画の期間は２０１２年度（平成２４年度）から２０２１年度（平成３３年度）
までの１０年間 

15 



重点的事業として取り組むべき新エネルギーの導入促進 

(１)太陽光発電 

◇太陽光発電は技術的に既に実用レベルにあり、市民や事業者における認知度
や導入意識も高いことから、積極的な普及啓発を図ります。 

 

◇国・県の助成制度等を活用し、積極的に小・中学校及び公共施設等へ導入促
進を図ります。 

 

 ◇導入支援対策を検討し、一般住宅・民間事業所等へ普及促進を図ります。 

16 



(２)バイオマスエネルギー 

①木質バイオマス 

◇森林保全及び林業活性化の観点から間伐材、林地残材等を、積極的 

  に利用します。 

◇ペレットストーブ、まきストーブ、チップボイラーを公共施設等へ積極的に 

   導入し、一般家庭及び民間事業所等への導入についても、ペレットストー 

   ブ、まきストーブ等の導入支援対策の見直し等を検討し、普及促進を図り 

   ます。 

②バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ） 

◇資源循環の観点から、一般家庭、民間事業所からの廃食用油の効率的な
回収方法により、積極的に活用し、普及促進を図ります。 

 

◇民間との役割分担を明確にし、ＢＤＦの利用促進に取り組みます。 
 

◇コスト削減や更なる品質向上により、公用車及び民間事業車両への普 

    及促進を図ります。 
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(３)中小水力発電 

◇多目的ダム、農業用ダム、農業用水路、砂防えん堤、上下水道施設
等の既設構造物の未利用落差及び小河川や水路等の有望地点を
活用し、普及促進を図ります。 

 

◇関係機関・団体、地域・集落と連携し、普及促進を図ります。 
 

◇マイクロ発電設備などモデル施設を設置し、中小水力発電の普 

    及啓発を図ります。 
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(４)クリーンエネルギー自動車 

◇自然エネルギーを活用した複合事業とし、太陽光発電等の普及と併せ、 

 普及促進を図ります。 

 
 

◇運輸部門での積極的な利用により、大気汚染を軽減します。 
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事業化可能性調査及び継続的な情報収集・調査を要する新エネルギー 

風力発電 

バイオマスエネルギー 

可燃ごみの燃焼 

地中熱 

波力発電 

その他 ・スマートグリッド ・マイクログリッド 他 

 

 

・振動水柱型波力発電 ・浮体式振動水柱型波力発電 他 

・ヒートポンプ 他 

・発電技術 ・熱利用技術 ・廃棄物燃料製造 他 

 

 

・燃焼技術 ・熱化学的変換技術 ・生物化学的変換技術 他 

 

 

・陸上風力 ・洋上風力 ・浮体式洋上風力 ・小型風力 他 

畜産廃棄物 農業廃棄物 し尿、下水汚泥のメタン発酵 

生ゴミのメタン発酵 水産廃棄物のメタン発酵 
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自然と共生するまちづくりの実現に向け、環境問題についての市民の意識の高
揚を図るため、自然環境への負荷を低減する住宅用太陽光発電設備、小規模
風力発電設備、電気自動車等用充電設備を設置及び電気自動車等の車両の
購入する者に対し予算の範囲内において補助金を交付。 

補 助 区 分 補 助 対 象 等 
補助金額 

上   限 

電気自動車 
（社）次世代自動車振興センター
の補助金額の１／２以内 

３５万円 

プラグインハイブリッド車 １０万円 

電気自動車等用充電設備 
普通速 

補助対象経費の１／２以内 
１０万円 

〃 
急速 

補助対象経費の１／２以内 
１００万円 

住宅用太陽光発電設備 １ｋｗ当たり１０万円 ３５万円 

事業所用太陽光発電設備 １ｋｗ当たり１０万円 １００万円 

小規模風力発電設備 １ｋｗ当たり２万円  ８万円 

佐渡市クリーンエネルギー活用事業補助金 
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地中熱ヒートポンプの仕組みと特徴、導入の現状

1



目次

◇ 株式会社コロナのご紹介

◇ 地中熱を取り巻く環境

◇ 地中熱の特徴

◇ コロナの地中熱ヒートポンプ

◇ 経済性

◇ 節電性

◇ 環境性

◇ 導入事例
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株式会社コロナのご紹介①

企業理念

あなたと共に
夢・・・新たなライフシーン・・・を実現し
お客様に喜んでいただけるコロナ

～快適・健康で環境にやさしい心豊かな
生活になくてはならないコロナでありたい～

創業と会社設立

創 業 １９３７年（昭和１２年）４月
会社設立 １９５０年（昭和２５年）７月
本社所在地 新潟県三条市

3



：１１支店
：５８営業所

自然冷媒（ＣＯ２）ヒートポンプ給湯機エコキュート

ヒートポンプ温水暖房機エコ暖

地中熱ヒートポンプ
温水暖房システムGeoSIS

ルームエアコン

全国のエリアに合った商品を営業展開

石油ファンヒーター

石油給湯機エコフィール

株式会社コロナのご紹介②

4

多機能加湿装置
ナノフィール

ポータブル石油ストーブ

FF式石油暖房機アグレシオ

遠赤外線
電気暖房機コアヒート
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北海道

全国

MJ2009年度は1990年度比123%

×1015J

家庭用エネルギー消費量の推移※1 家庭用エネルギー消費の内訳
（2007年） ※2

64,214MJ

44,265MJ

給湯
24.2%

給湯
34.6%

照明・TV等
40.9%

年度
19

照明・TV等

25.7%

冷暖房
24.5%

高止まり

地中熱を取り巻く環境①

冷暖房
50.1%

※地中熱導入での効果

・ 家庭用エネルギー消費量削減
・ 寒冷地の暖房費削減
・ CO2排出量の削減

※1 エネルギー白書2011 ※2 (財)省エネルギーセンター「家庭用エネルギーハンドブック（2009年度版）」
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羽田空港国際ターミナルビルコンビニエンスストア東京
スカイツリー

国策による住宅省エネルギー化の加速。

地中熱の取り巻く環境②

※H24年度予算概要及び税制改正概要（国土交通省）

導入が進む地中熱ヒートポンプ。

国際線
etc ・・・・・
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地中熱の特徴

37℃(最高気温)

0℃(最低気温)

気温

地中温

地中の温度は年間を通じてほぼ一定

⇒安定した温度を利用することで高効率な

ヒートポンプ稼動が可能

※地中温度は年間平均気温とほぼ一緒

10～15℃
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最大温水出力６kWのパワフル暖房。
広いリビングや複数の暖房もおまかせ。

コロナの地中熱ヒートポンプシステム

最大温水出力6.0kW
※1

暖房面積最大60畳

※1 地中戻り温度0～5℃、温水往き温度30～40℃、
流量12L／㎡のとき。

※2 Q値1.9W／㎡K、室温20℃のとき。

※2

温水暖房タイプ

定格冷房出力4.0kW
定格暖房出力5.0KW

エアコンタイプ
クラストップレベル※3のエネルギー消費効率。
※3 最大電流15A以下、寸法規定品

※3 地中戻り温度20℃(冷房時)、5℃(暖房時)。

省エネ制御省エネ制御

節電力節電力
搭載搭載S.D.R

※3

省エネ制御省エネ制御

節電力節電力
搭載搭載S.D.R

本体希望小売価格 577,500円
(室外内ﾕﾆｯﾄ、リモコン)

本体希望小売価格 714,000円
(室外ﾕﾆｯﾄ、リモコン)
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地中熱ヒートポンプの仕組み（冷房）

＜空気熱エアコン＞ ＜地中熱エアコン＞

気温
35℃

地温15℃

膨張

圧縮

地中
放熱

冷房
吸熱

室内機①
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ②

採熱管③ 膨張弁④

①

②

③

④
膨張

圧縮

空気
放熱

冷房
吸熱

室内機①ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ②

空気熱交③

膨張弁④

①
②

③
④

気温が高いから
圧縮量が多い
消費電力大

地中が涼しいから
圧縮量が少ない
消費電力小

55℃ 35℃

15℃35℃
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経済性

2828％％
削減

エアコンタイプ

空気熱
エアコン

温水暖房タイプ

暖房用
灯油ボイラー

地中熱
温水暖房タイプ

電気料金：22.86円／kWh（東京電力 従量電灯B）

電気料金： 9.96円／kWh（ほくでん ホットタイム22）

灯油価格：1,790円／18㍑（一般財団法人 日本エネルギー

経済研究所 石油情報センター 2012.03.26北海道局配達価格）

7070％％
削減

194,036円

57,454円

36,645円

26,403円

地中熱
エアコンタイプ
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節電性
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※住宅断熱性能2.7W/㎡K、負荷面積30㎡、室温27℃(冷房)、20℃(暖房)、気温は東京の気象庁データ
空気熱冷房COP3.5、空気熱暖房COP2.8(気温2℃時)、地中熱冷房COP4.0、地中熱暖房COP3.5

気温

地中熱
空気熱

2011/8/18

気温

地中熱

効果のPOINT！！

☆電力需要ﾋﾟｰｸを夏季で約15%、冬季で 約20%低下

☆空気熱を地中熱と同じ節電を実施するには室温設定を
冷房で0.5℃上げ、暖房で3.5℃下げなければならない

※特に高い電力需要が継続する冬季に多大な効果を発揮！！

2011/1/16

注目

無冷房ｴﾘｱ

注目

空気熱
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環境性① - 1

2828％％
削減

エアコンタイプ

空気熱
エアコン

温水暖房タイプ

暖房用
灯油ボイラー

地中熱
温水暖房タイプ

5959％％
削減

4,858Kg

1,984Kg

600Kg

432Kg

地中熱
エアコンタイプ

CO2排出係数：電気：0.344kg／kWh（北海道電力）
灯油：2.49tCO2／kl

CO2排出係数：電気0.374kg／kWh（東京電力）
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温水暖房タイプ：▲2,874kg／台

エアコンタイプ ：▲ 168kg／台

ブナの木 261本※1の植林効果

ブナの木 15本※1の植林効果

ブナの木

297297万本万本の植林効果

※1 ブナの木1本のCO2年間吸収量を約11kgとして算出：森林総研試算

平成23年度の持家新築着工
棟数※2 の1割にジオシスの温
水暖房タイプ，エアコンタイプ
を1：2の比率で設置した場合

CO2排出量の削減効果

※2 304,822棟

環境性① - 2

13



環境性②

大気中に排熱しないから、ヒートアイランド現象防止に貢献できます。

冷房運転時のサーモグラフィー写真（雰囲気温度35℃）

地中熱エアコン 空気熱エアコン

年間に空気熱エアコンから排出される熱量

１８L灯油タンク15個分の熱量に相当

14



騒音値が低いからご近所にご迷惑をおかけいたしません。

環境性③

効果のPOINT！！

☆騒音値が40dB以下と大変静か

☆室外機から風が出ない

※特に狭小設置や民家が隣接する場所に
おいて多大な効果を発揮！！

ブーン ブーン！！

熱風

空気熱エアコン
（CSH－W40122）

地中熱温水暖房機
（GTS-H6000）

地中熱エアコン
（CSH－C4000G）

39dB 冷房時：36dB
暖房時：39dB

冷房時：49dB
暖房時：49dB
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北海道A様邸での施工例（温水暖房）

導入事例①

＜A様邸概要＞
述べ床120㎡ Q値1.2W/㎡K ヒートポンプ1台

〇地中採熱管ボーリング工事
(50m×2本)

〇採熱管挿入工事(25A高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管) 〇ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ設置工事

〇給湯と電灯を含む全ての電気代

年間電気代
約200,000円 年間電気代

約110,000円

45％光熱費
DOWN

地中熱を利用したことによる効果
効果① 年間の電気代が半部以上削減。

効果② 結露水による凍結がない。

効果③ 室外機の音が静かで風が出ない。
2009年～2010年
電気ﾎﾞｲﾗ
電気料金；ﾎｯﾄﾀｲﾑ22

2010年～2011年
地中熱導入
電気料金；eﾀｲﾑ3

年間電気代
約70,000円

65％光熱費
DOWN

2011年～2012年
地中熱導入
電気料金；ﾎｯﾄﾀｲﾑ22 16



北海道B社様での施工例（路面融雪）

導入事例②

〇融雪のランニングコスト北海道B社様での稼動実績

年間灯油代
約58,000円 年間電気代

約22,000円

2009年～2010年
灯油ﾎﾞｲﾗ

2010年～2011年
地中熱導入
電気料金；10円/KWｈ

65％光熱費
DOWN

0
500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000

11/30 12/30 1/29 2/28 3/29

積
算
電
力
量
（
K
W
ｈ
)

0
0.5
1
1.5
2
2.5
3
3.5
4
4.5
5

積
算
降
雪
量
(m
)

消費電力量 降雪量

＜B社様路面融雪概要＞
融雪面積30㎡
ヒートポンプ1台

※東北電力；楽々スノープランがご利用可能 17



導入事例③

＜株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所 フィアスホーム様 アリエッタシリーズ＞

《地中熱住宅「ｅ-ＰＯＷＥＲ」》

※株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所 フィアスホーム様提供
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コロナ地中熱ヒートポンプシステムの導入例（ご提案）

＜住宅への導入＞ ＜施設などへの導入＞

お部屋の冷暖房空調

お部屋の温水暖房

屋根や路面の融雪

幼稚園やグループホームの冷暖房空調

幼稚園やグループホームの温水暖房

駐車場、歩道などの融雪



国の補助金

住宅・建築物のネット・ゼロ・エネルギー化推進事業
一般社団法人環境共創イニシアチブ（資源エネルギー庁、国土交通省）
http://www.zero-ene.jp
補助対象 ： 住宅設備機器総合（住宅建築主の判断基準）
補助金額 ： 1/2（上限315万円 ※中小工務店は165万円）

先進的地中熱利用ヒートポンプシステム導入促進事業
一般社団法人低炭素社会創出促進協会（環境省）
http://lcspa.jp/index.html
補助対象 ： 地中熱ヒートポンプと採熱管工事（計測機器も必要）
補助金額 ： 上限300万円（現在説明会を開催中）



新潟県内の補助金

再生可能エネルギー普及促進事業
魚沼市
http://www.city.uonuma.niigata.jp/modules/infotopic/index.php?content_id=1004

補助対象 ： 地中熱ヒートポンプと採熱管工事
補助金額 ： 15万円（現在説明会を開催中）

低炭素型家庭用創エネ・省エネ機器導入補助金
柏崎市
http://www.city.kashiwazaki.niigata.jp/detail/2007785168.html

補助対象 ： 地中熱ヒートポンプと採熱管工事
補助金額 ： 20万円

※25年度補助金情報(地中熱利用促進協会)
http://www.geohpaj.org/subsidy/index1/subsidy1



ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました


